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1. 本資料の目的
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本資料の目的

本資料は、2026年3月26日に国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）か
ら公表された公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS S2号産業別ガイダ
ンス』に対する修正案」 の概要を説明し、公開草案への対応案について、議論
することを目的としている

公開草案の原文及び和訳は次のウェブサイトで公表されている。

説明にあたって、ISSBの「『SASBスタンダード』の向上プロジェクト」のこれま
での議論の概要についても説明する

IFRS S2号の「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンス」（「IFRS S2
号産業別ガイダンス」）に対する結果的修正については、「SASBスタンダード」
の気候に関連する部分の修正案と基本的に同一とされているため、詳細な説
明は省略している

4

原文（IFRS財団のウェブサイト） 日本語仮訳（SSBJのウェブサイト）

https://www.ifrs.org/projects/work-
plan/enhancing-sasb-standards-phase-
1-cont/

https://www.ssb-
j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y
2026/2026-0326.html

https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ifrs.org/projects/work-plan/enhancing-sasb-standards-phase-1-cont/
https://www.ssb-j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2026/2026-0326.html
https://www.ssb-j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2026/2026-0326.html
https://www.ssb-j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2026/2026-0326.html
https://www.ssb-j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2026/2026-0326.html
https://www.ssb-j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2026/2026-0326.html
https://www.ssb-j.jp/jp/activity/exposure_draft_ssbj/y2026/2026-0326.html


2. 「SASBスタンダード」の向上プロジェクトの
概要
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「SASBスタンダード」の位置付け

6

「SASBスタンダード」は、ISSBが公表する産業別のガイダンスであり、IFRS
S1号を適用する企業のガイダンスの情報源を提供している

IFRS S1号は、「SASBスタンダード」を適用することを要求していない

具体的なIFRSサステナビリティ開示基準（ISSB基準）が存在しない場
合に、サステナビリティ関連のリスク及び機会の識別にあたり、また、それら
のリスク及び機会の関連する開示を作成するにあたり、参照し、考慮するこ
とが要求される

2025年7月10日に、ISSBより教育的資料「ISSB基準を適用する際の
ISSBの産業別ガイダンスの使用」が公表されている
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-
guidance-applying-issb-standards_jp.pdf

「SASBスタンダード」は、独立の基準の体系としても適用可能である

https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
https://www.ssb-j.jp/jp/wp-content/uploads/sites/6/issb-industry-based-guidance-applying-issb-standards_jp.pdf
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「SASBスタンダード」を修正するためのデュー・プロセス

7

「SASBスタンダード」を修正するためのデュー・プロセスは、ISSB基準につい
て要求されるデュー・プロセスと多くの部分で共通している

ただし、次の違いがある

SASBスタンダード・ボード・アドバイザリー・グループが「SASBスタンダー
ド」の修正案を開発する

修正案をISSBが公開の会議において承認（ratify）する

「IFRS S2号産業別ガイダンス」は、ISSB基準に付属するものであるため、
ISSB基準について要求されるデュー・プロセスが適用される
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「SASBスタンダード」の向上プロジェクトの概要

8

IFRS S1号及びIFRS S2号を適用する企業に対して、適時の支援を行うこ
とを目的としている

「SASBスタンダード」の77産業をすべて同時に検討するのではなく、段階的
に向上させることとしている

第1フェーズとして、12の産業を優先産業として選定する

第1フェーズ①:上記のうち、9つの産業の「SASBスタンダード」の修
正を提案する公開草案を公表（2025年7月）

第1フェーズ②: 残りの3つの産業の「SASBスタンダード」の修正を提
案する公開草案を公表（2026年3月）

産業間で共通するトピック間での整合性を維持するために、優先産業以
外の産業の「SASBスタンダード」においても的を絞った修正を行う

上記と並行して、第2フェーズの優先順位やSICS（産業分類）の向上
等に関する追加的なリサーチを行う
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12の優先産業

9

第1フェーズの対象となる優先産業として選定された12の産業

セクター 産業

採掘及び
鉱物加工

1 石炭事業

2 工事用資材

3 鉄鋼製造業者

4 金属及び鉱業

5 石油及びガス－探査及び生産

6 石油及びガス－中流

7 石油及びガス－精製及びマーケティング

8 石油及びガス－サービス

食品及び

飲料

9 加工食品

10 農産物

11 食肉、家禽及び乳製品

インフラ 12 電気事業者及び発電事業者

9つの産業
第1フェーズ①

3つの産業
第1フェーズ②
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第1フェーズ①

10

12の優先産業のうち9つの産業の「SASBスタンダード」の修正を検討

タイムライン

2025年7月： 公開草案「『SASBスタンダード』の修正案」及び公
開草案「『IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダ
ンス』の修正案」 （以下「第1フェーズ①公開草案」
という。）を公表

2025年11月： 公開草案のコメント締切

2026年2月： 再審議を開始
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第1フェーズ②

11

12の優先産業のうち残り3つの産業の「SASBスタンダード」の修正を検討

第1フェーズ①公開草案公表時に、追加のリサーチ等が必要とされていた

タイムライン

2026年3月26日： 公開草案「『SASBスタンダード』及び『IFRS 
S2号産業別ガイダンス』に対する修正案」（以
下「第1フェーズ②公開草案」という。）を公表

2026年7月24日： 公開草案のコメント締切



3. 第1フェーズ①公開草案の概要
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対象となる9産業の「SASBスタンダード」について、包括的な修正を行う

12の優先産業以外の産業の「SASBスタンダード」に次の開示トピックに関連
する開示が求められている場合には、産業間の要求事項を整合させるために、
的を絞った修正を行う（括弧内は修正が提案される産業の数）

温室効果ガス排出（12）

エネルギー管理（21）

水管理（16）

労働慣行（4）

労働力（workforce）の健康及び安全（13）

修正に対するアプローチ（1/2）

13
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修正に対するアプローチ（2/2）

14

包括的な修正を検討するにあたり、次の点に焦点を当てる

国際的な適用可能性を向上させること

産業のグルーピング（新興市場及び発展途上国におけるバリュー・
チェーンの反映を含む。）の向上

開示トピック、指標及びこれを支える技術的プロトコルの向上

他の基準及びフレームワークとの相互運用可能性を向上させること

自然及び人的資本に関連する修正を行い、公開草案に対するフィードバッ
クをこれらのプロジェクトのインプットとすること

ISSB基準との言葉遣い（language）と概念を整合させること

「IFRS S2号産業別ガイダンス」との間の整合性を維持するため、「IFRS 
S2号産業別ガイダンス」に結果的修正を行う
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発効日

15

公表後12か月から18か月の間に発効日を設定する

具体的な日付は、修正案に対するフィードバックを検討した後に決定する

早期適用を容認する
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質問事項

16

修正に対するアプローチ案

1 目的

2 他の基準及びフレームワークと
の相互運用可能性の向上

3 「SASBスタンダード」における
気候関連の内容の修正

4 自然及び人的資本に関連する
情報

5 発効日

個別の「SASBスタンダード」に対する修正案

6 「石炭事業」の「SASBスタンダード」

7 「工業用資材」の「SASBスタンダード」

8 「鉄鋼製造業者」の「SASBスタンダード」

9 「金属及び鉱業」の「SASBスタンダード」

10 「石油及びガス―探査及び生産」の
「SASBスタンダード」

11 「石油及びガス―中流」の「SASBスタン
ダード」

12 「石油及びガス―精製及びマーケティング」
の「SASBスタンダード」

13 「石油及びガス―サービス」の「SASBスタン
ダード」

14 「加工食品」の「SASBスタンダード」

他の「SASBスタンダード」に対する的
を絞った修正案

15 「SASBスタンダード」の的を
絞った修正



4. 第1フェーズ①公開草案に対するSSBJからの
コメントの概要
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公開草案に対するSSBJの検討アプローチ

18

SSBJから提出するコメントは、基準設定主体の立場からコメントできる範囲で
のコメントとする

公開草案における修正に対するアプローチ案を含む、ISSBが産業別の開
示要求を開発するにあたってのアプローチに焦点を当てることが考えられる

修正が及ぶ産業の範囲の識別、相互運用可能性の考慮対象となる
基準及びフレームワークの検討、ISSBのリサーチ・プロジェクトとの関
係などを、主な検討対象とする

修正の対象となっている各産業に固有の提案内容については、関連す
る産業の利害関係者から直接ISSBに対してコメントが提出されること
を想定することとする

「SASBスタンダード」及び「IFRS S2号産業別ガイダンス」は、適用するこ
とが要求されず、参照し、考慮することが要求されるものとして位置付けられ
ているものであることを前提とする
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提出した主なコメントの概要（1/3）

19

「参照し、その適用可能性を考慮」すべきものである現行の「SASBスタン
ダード」の向上を行うよりも、｢SASBスタンダード」の関連性がある内容を
ISSB基準を構成する産業別の要求事項に組み入れる取組みを優先すべ
き

ISSBが開発すべき産業別ガイダンスのあるべき姿について
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提出した主なコメントの概要（2/3）

20

現行の「SASBスタンダード」の根本的な問題点

上記はいずれも、ISSBの「SASBスタンダード」の向上プロジェクトにおけ
るアプローチを通じて解決できるものではない

SASBの産業分類システム（SICS）の使用について世界的なコンセンサ
スが得られていない（SICSは網羅的なものでなく、根本的な見直しが必
要）

複数の産業にわたって同様の要求事項が含まれており、産業横断的な要
求事項として取り扱われるべきものがあると考えられる

産業ごとに要求されている開示の具体的な内容が必ずしも整合していな
いため、企業が「参照し、その適用可能性を考慮」する際に不必要なコス
トをもたらしている場合がある

「SASBスタンダード」において特定の開示が要求されている根拠が明確
ではない
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提出した主なコメントの概要（3/3）

21

相互運用可能性

自然及び人的資本に関するプロジェクトとの関係

用語の整合性の確保

発効日

開示のためのコストを削減する観点から必ずしも反対はしないが、他の基準及びフ
レームワークの「SASBスタンダード」への自動的な組込み、マテリアリティの概念の
違いに関する利害関係者からの懸念が聞かれている

ISSBのプロジェクトが進行中であり十分な情報を得ていないため、「SASBスタン
ダード」の修正を提案するタイミングとしては時期尚早であり、対象となるトピックに
関連する基準設定に関する議論と併せて検討されるべきである

ISSBが「SASBスタンダード」で使用されている基本的な用語を、IFRS S1号と
整合させることを検討すべき

利害関係者が準備のために十分な時間を確保できるように、より長い期間を設け
るべき



5. ISSBにおける再審議の状況

22
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寄せられたフィードバックの概要

23

第1フェーズ①公開草案について、238のコメント・レター及び225のサーベイ
への回答を受領した

ISSBスタッフから、ほとんどの回答者が「SASBスタンダード」の向上プロジェク
トを広く支持し、フィードバックの深度は本プロジェクトの第１フェーズに関する
再審議を進めるのに十分であるとの見解が示された

寄せられたフィードバックへの対応について、ISSBスタッフから次のような進め
方の方向性が示された

寄せられたフィードバックには、今後プロジェクトを進めるなかで対応する

残りの3産業の公開草案及び第２フェーズのアプローチを決定する際にも、
寄せられたフィードバックを考慮する
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第1フェーズ①公開草案の質問事項を超える
フィードバック

24

一部の利害関係者（基準設定主体及び会計事務所）は、「SASBスタン
ダード」の将来の姿（future state）に関するISSBの戦略的方向性等につ
いてコメントしたとされている

公開草案の質問事項を超える内容のフィードバックについては、公開草案の質
問事項に対するフィードバックとは異なる取扱いとすることとされている

ISSBの2024年-2026年作業計画で定められたISSBの戦略的方向性に
ついて

ISSB基準との関係における「SASBスタンダード」の役割と位置付けにつ
いて、混乱がある

ISSB基準の将来の姿（future state）を示す必要がある（自然及
び人的資本に関するプロジェクトを実施しながら「SASBスタンダード」の
向上を進める計画を含む。）

第１フェーズ①公開草案に対して利害関係者が直面した課題について

デュー・プロセス文書が複雑であり、長いため、対応が困難
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「SASBスタンダード」の役割と位置付けに関する
フィードバック

25

「SASBスタンダード」の権威（「参照し、考慮しなければならない」）について
関係者の混乱がある

「Standards」や「shall」の用語が、強制されないガイダンスである「SASBス
タンダード」の役割を曖昧にする

IFRS S1号の概念や原則（重要性、「過大なコストや労力をかけずに」）が
「SASBスタンダード」に適用されるどうかが明確でない

ISSB基準と重複する記述を削除し、ISSB基準と「SASBスタンダード」で要
求される開示の間でコンフリクトが生じないようにすべき

ISSBスタッフから、「SASBスタンダード」の名称変更、「SASBスタンダード」
における指標のISSB基準との関係の明確化、「SASBスタンダード」の役割
と位置付けに関する理解を促進する内容をISSB基準の適用ガイダンス等で
示すことなどを検討することが示唆された
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ISSB基準の将来の姿（future state）に関する
フィードバック

26

産業別要求事項の役割を支持するものの、産業別要求事項の作業を停止す
るか、テーマ別基準の開発を優先させるべき

ISSBスタッフから、自然及び人的資本に関するプロジェクトとの連携は今後
の審議で検討すること、ISSBの戦略的方向性については別プロジェクトで対
応することが示唆された
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デュー・プロセス文書の改善に関するフィードバック

27

第1フェーズ①公開草案に対するフィードバックを検討するにあたって直面した
問題点

公開草案の文書の長さ、コメント募集の時期、修正案の程度、包括的な
修正案と的を絞った修正案との組合せによる複雑さなどが要因となり、十
分に公開草案へのフィードバックに関与するには限界があった

「加工食品」は他の「食品・飲料セクター」の優先産業と並行して修正を提
案する方が効率的だった

本プロジェクトの将来の作業計画の明確化が必要である

提案に対する根拠の強化が必要である

ISSBスタッフから、第2フェーズ以降において、協議の対象とする産業の範囲、
提案をパッケージ化する方法、的を絞った修正のアプローチの見直し、結論の
根拠の有用性の改善、類似及び同一の指標の追跡等について検討すること
が示唆された
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「SASBスタンダード」の向上プロジェクトの
今後の進め方

28

2026年2月のISSB会議における暫定決定

タイムライン

第1フェーズ①公開草案の最終化を進める

第1フェーズ②公開草案の公表に向けたプロセスを進める

第2フェーズの計画を開始する

本プロジェクトの次のステップのための戦略に関する利害関係者のフィー
ドバックについては、本プロジェクトとは別個に対応する

第1フェーズ①公開草案 より詳細なフィードバックの報告後に最終化に向け
た審議を継続する

第1フェーズ②公開草案 2026年3月に公開草案を公表（コメント締切は
2026年7月）

第2フェーズ 2026年第2四半期に第2フェーズの計画について
の意思決定を予定

戦略に関するフィードバック 対応のアプローチに関する資料について、今後
ISSB会議において検討予定



6. 第1フェーズ②公開草案の概要

29
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第１フェーズ②公開草案の開発にあたってのアプローチ

30

第1フェーズ②は第1フェーズの一環であるとして、第1フェーズ①公開草案と
同様のアプローチに基づいて開発する

第1フェーズ①公開草案における提案内容との整合性を確保するため、第1
フェーズ①公開草案で提案された包括的な修正案及び的を絞った修正案を
参照し、同様の内容を示す開示トピック及び指標について、整合的な修正を
提案する

開示内容の改善を図るために、一部の「SASBスタンダード」の範囲、開示ト
ピック及び指標等について、修正を提案する

第1フェーズ①公開草案と同様に、「SASBスタンダード」がISSB基準と合わ
せて適用されることを前提に開発する

発効日に関する提案も第1フェーズ①公開草案と同様とする
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質問事項（1/2）

31

個別の「SASBスタンダード」及び論点に関する質問

質問1 「農産物」の「SASBスタンダード」

質問2 「食肉、家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」

質問3 「電気事業者及び発電事業者」の「SASBスタンダード」

質問4 「IFRS S2号産業別ガイダンス」に対する結果的修正

質問5 「IFRSサステナビリティ開示基準」との関係

質問6 発効日

修正に対するアプローチ案に関する質問
（第1フェーズ①公開草案に回答しなかったコメント提出者への質問）

質問7 目的

質問8 他の基準及びフレームワークとの相互運用可能性の向上

質問9 「SASBスタンダード」における気候関連の内容の修正

質問10 自然及び人的資本に関連する情報
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質問事項（2/2）

32

基本的には、第1フェーズ①公開草案と同様の質問が提示されている

修正に対するアプローチ案（質問７から質問10）については、第1フェー
ズ①公開草案に対応してすでにコメントを提出している場合は改めて提出
する必要がないとされている

個別の「SASBスタンダード」に対する質問（質問１から質問3）について、
次のような質問が第1フェーズ①公開草案から追加されている

サプライ・チェーン関連の指標について、利用者ニーズのある情報を費用対
効果の高い形で開示することを支援しているか（「農産物」並びに「食肉、
家禽及び乳製品」の「SASBスタンダード」が質問の対象）

プロポーショナリティのメカニズムの導入により、便益を得ることになる指標
はあるか（３つの産業すべてが質問の対象）



7. 第1フェーズ②公開草案への対応案

33
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検討アプローチ（案）

34

第1フェーズ①公開草案と同様に、基準設定主体の立場からコメントできる範
囲でのコメントとすることが考えられる

ISSBが産業別の開示要求を開発するにあたってのアプローチに焦点を当
てることが考えられる

修正の対象となっている各産業に固有の提案内容については、関連す
る産業の利害関係者から直接ISSBに対してコメントが提出されること
を想定している

第1フェーズ②公開草案は、12の優先産業を対象とした第1フェーズ残りの一
部であり、第1フェーズ①公開草案と同様の修正のアプローチが採用されてい
ることを前提とする

第1フェーズ①公開草案に対して既に提出したコメントの内容を考慮し、第
1フェーズ②公開草案へのコメントとして改めて強調すべき内容に焦点を当
てる

「SASBスタンダード」に関するプロジェクトの進め方に関するISSBの議論の内
容を考慮する
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コメントの骨子（案）（1/2）

35

ISSBは、ISSB基準を構成する産業別の要求事項の開発に繋がる取組みを
優先すべき

自然関連開示に関するISSBの議論では、産業別の要求事項の必要性が
示唆されているが、「SASBスタンダード」はそのような要求事項を検討する
際の受け皿となっていない

現状の「SASBスタンダード」の向上プロジェクトは、ISSB基準を構成する産
業別の要求事項の開発に繋がるような取組みとなっているとは言い難い

多くの法域が、ISSB基準を基礎とした法域のサステナビリティ開示基準を
開発するにあたり、ISSBにおける本プロジェクトの取組みを知りながらも、
「SASBスタンダード」を「参照し、考慮することができる」ものとしている

「農産物」産業及び「食肉、家禽及び乳製品」産業に関する産業の範囲の
拡大に関する議論（本資料49頁及び51頁）は、SICSの産業分類の見
直しの必要性を示唆している

既存の「SASBスタンダード」を出発点とした検討では、SICSに含まれてい
なかった産業については検討の対象にもならない可能性がある
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コメントの骨子（案）（2/2）

36

第1フェーズの取組みは、「SASBスタンダード」のメンテナンスと整理し、必要と
なるリソースを最小限にとどめ、速やかに最終化するのが良いのではないか

ISSBが今後着手することを予定している戦略に関するフィードバックに対応す
るためのプロジェクトにおいて、ISSBが開発すべき産業別ガイダンスのあるべき
姿について検討すべきである

産業別ガイダンスのあるべき姿に関する方向性が決まる前に、第2フェーズ
の作業や、「SASBスタンダード」の名称変更の議論を進めるべきでない

産業別ガイダンスのあるべき姿については、ディスカッション・ペーパーの公表
などを通じて、利害関係者からの意見が反映されたものとなるようにする必
要がある



8. ディスカッション・ポイント

37
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ディスカッション・ポイント

SSBJ事務局からの説明について、ご意見又はご質問があればいただきたい

第1フェーズ②公開草案への対応案（本資料34頁から36頁）について、ご意
見をいただきたい

38



参考：

第1フェーズ①及び②公開草案による
修正の対象となる産業

39

参考資料(1)
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「SASBスタンダード」の77産業と第1フェーズ①
及び②の公開草案による修正対象（1/2）

40

12産業（緑色）に包括的な修正、41産業（黄色）に的を絞った修正が提案されている

1 衣服、装飾品及び履物 修正なし

2 家電製造 修正なし

3 建築用製品及び家具 第1フェーズ①の的を絞った修正

4 電子商取引 第1フェーズ①の的を絞った修正

5 家庭用及び個人用製品 第1フェーズ①の的を絞った修正

6 複合型及び専門型小売及び流通 第1フェーズ①の的を絞った修正

7 おもちゃ及びスポーツ用品 修正なし

8 石炭事業 第1フェーズ①の包括的な修正

9 工事用資材 第1フェーズ①の包括的な修正

10 鉄鋼製造業者 第1フェーズ①の包括的な修正

11 金属及び鉱業 第1フェーズ①の包括的な修正

12 石油及びガス－探査及び生産 第1フェーズ①の包括的な修正

13 石油及びガス－中流 第1フェーズ①の包括的な修正

14 石油及びガス－精製及びマーケティング 第1フェーズ①の包括的な修正

15 石油及びガス－サービス 第1フェーズ①の包括的な修正

16 資産運用及び管理業務 修正なし

17 商業銀行 修正なし

18 消費者金融 修正なし

19 保　険 修正なし

20 投資銀行及び仲介 修正なし

21 不動産金融 修正なし

22 証券及び商品取引所 修正なし

消費財

金融

採掘及び鉱物加工

23 農産物 第1フェーズ②の包括的な修正

24 酒　類 第1フェーズ①の的を絞った修正

25 食品小売及び流通 第1フェーズ①の的を絞った修正

26 食肉、家禽及び乳製品 第1フェーズ②の包括的な修正

27 清涼飲料 第1フェーズ①の的を絞った修正

28 加工食品 第1フェーズ①の包括的な修正

29 飲食店 第1フェーズ①の的を絞った修正

30 タバコ 修正なし

31 バイオテクノロジー及び医薬品 修正なし

32 医薬品小売 第1フェーズ①の的を絞った修正

33 医療提供 第1フェーズ①の的を絞った修正

34 医療品流通 修正なし

35 管理型医療 修正なし

36 医療機器及び消耗品 修正なし

医療

食品及び飲料

37 電気事業者及び発電事業者 第1フェーズ②の包括的な修正

38 エンジニアリング及び工事サービス 第1フェーズ①の的を絞った修正

39 ガス事業者及び流通業者 修正なし

40 住宅建築業 第1フェーズ①の的を絞った修正

41 不動産 第1フェーズ①の的を絞った修正

42 不動産サービス 修正なし

43 廃棄物処理 第1フェーズ①の的を絞った修正

44 水道事業及びサービス 第1フェーズ①の的を絞った修正

インフラ
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41

「SASBスタンダード」の77産業と第1フェーズ①
及び②の公開草案による修正対象（2/2）

45 バイオ燃料 第1フェーズ①の的を絞った修正

46 森林管理 修正なし

47 燃料電池及び産業用電池 第1フェーズ①の的を絞った修正

48 パルプ及び紙製品 第1フェーズ①の的を絞った修正

49 太陽光技術及びプロジェクト開発業者 第1フェーズ①の的を絞った修正

50 風力技術及びプロジェクト開発業者 第1フェーズ①の的を絞った修正

51 航空宇宙及び防衛 第1フェーズ①の的を絞った修正

52 化学製品 第1フェーズ①の的を絞った修正

53 容器及び包装 第1フェーズ①の的を絞った修正

54 電気及び電子機器 第1フェーズ①の的を絞った修正

55 工業用機械及び製品 第1フェーズ①の的を絞った修正

56 広告及びマーケティング 修正なし

57 カジノ及びゲーム 第1フェーズ①の的を絞った修正

58 教　育 修正なし

59 ホテル及び宿泊施設 第1フェーズ①の的を絞った修正

60 レジャー施設 第1フェーズ①の的を絞った修正

61 メディア及びエンターテイメント 修正なし

62 プロフェッショナル・ サービス及び商業サービス 修正なし

再生可能資源及び代替エネルギー

資源加工

サービス

63 EMS及びODM 第1フェーズ①の的を絞った修正

64 ハードウェア 修正なし

65 インターネット・ メディア及びサービス 第1フェーズ①の的を絞った修正

66 半導体 第1フェーズ①の的を絞った修正

67 ソフトウェア及びITサービス 第1フェーズ①の的を絞った修正

68 通信サービス 第1フェーズ①の的を絞った修正

69 航空貨物及びロジスティクス 第1フェーズ①の的を絞った修正

70 航空会社 第1フェーズ①の的を絞った修正

71 自動車部品 第1フェーズ①の的を絞った修正

72 自動車 第1フェーズ①の的を絞った修正

73 レンタカー及びカーリース 修正なし

74 クルーズ会社 第1フェーズ①の的を絞った修正

75 海上輸送 第1フェーズ①の的を絞った修正

76 鉄道輸送 第1フェーズ①の的を絞った修正

77 道路輸送 第1フェーズ①の的を絞った修正

輸送

技術及び通信セクター



参考：

第1フェーズ①及び②公開草案において、
個別の産業の「SASBスタンダード」について
提案されている主な修正

42

参考資料（2）



43

第1フェーズ①公開草案で提案されている
主な修正

参考資料(2)-1
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主に次のような開示トピック及び指標等の修正が提案された

第1フェーズ①「採掘及び鉱物加工セクター」の
8つの産業に関する修正案（1/2）

44

主な開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

温室効果ガス排出 • 一部の記載をIFRS S2号の定めの参照に置き換える
• IFRS S2号の他の要求事項との重複を避けるために指標の範囲を
調整する

• 「スコープ１」のメタン排出の指標等を追加する

エネルギー管理 • 割合ではなく消費量の開示を求める
• IFRS S2号と整合させ補完する記載に修正する

水管理 • 水源ごとに分解した取水量の開示を求める
• 「水ストレス」の定義を見直す
• 水関連のリスクが集中している事業施設の所在地に関する指標等
を追加する

労働慣行 • 産業間の指標等を整合させる
• 定義を見直し、他の基準及びレームワークと整合させる

労働力の健康及び安全 • 用語を見直し、再定義する
• 割合ではなく絶対数の開示を求める
• 開示内容を見直し、他の基準及びフレームワークと整合させる
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第1フェーズ①「採掘及び鉱物加工セクター」の
8つの産業に関する修正案（2/2）

45

主な開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

大気質 • 開示内容を簡素化し、他の基準及びフレームワークと整合させる
• 法域の法令等を考慮し、開示内容を見直す

生物多様性へのインパク
ト、生態系へのインパクト

• 多様なリスク及び機会を反映させるために開示トピックの名称を「生
態系へのインパクト」に修正する

• 用語や定義を見直し、他の基準及びフレームワークと整合させる
• 有用な指標等を同セクター内の他の産業にも追加する

セキュリティ、人権及び先
住民族の権利
、並びにコミュニティとの
関係

• 先住民族の権利に関するリスク及び機会と、先住民族の土地又はそ
の周辺で事業を営むことに関するリスク及び機会は異なるものとする

• 開示トピックの名称を「コミュニティとの関係及び先住民族の権利」に
修正し、同セクター内の産業間の指標等を整合させる

• 「紛争地域における事業」の開示トピックと指標等を追加する

ビジネス倫理及び透明性 • 関連するリスクにさらされている企業の価値の測定値を生産高ではな
く売上高とする

重大な事案のリスク管理 • 同セクター内の産業間の指標等を整合させる
• 投資家にとって重要性が低いと考えられる指標等を削除する
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「加工食品」産業の「SASBスタンダード」の範囲に、他のビジネス（レストラン、カ
フェテリア、ホテル及び航空会社を含む。）に供給する活動を含めることが提案がさ
れた

主に次のような開示トピック及び指標等の修正が提案された

第1フェーズ①「加工食品」産業に関する修正案
（1/2）

46

主な開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

食品の安全性 • 開示の内容を見直し、国際的な適用可能性を改善させる
• 定量的な指標から定性的な指標に置き換える

健康及び栄養 • 有用な情報を提供する可能性が低い指標等を削除する
• 国際的に用いられている測定アプローチによる指標等に置き換える
• 機会に関連する情報を提供することができる指標等に置き換える

製品表示及びマーケティ
ング

• 企業の実行可能性及び投資家の意思決定への有用性を考慮し、遺
伝子組換生物（GMO）などの指標等を削除する

製品イノベーション • 製品イノベーションに関連する機会についての情報を提供するために
「製品イノベーション」の開示トピックと指標等を追加する
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第1フェーズ①「加工食品」産業に関する修正案
（2/2）

47

主な開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

サプライ・チェーンにおける
リスク及び機会

• サプライ・チェーン及び調達の実務に関連する開示トピックである「原
材料のサプライ・チェーンが環境及び社会に与えるインパクト」と「原
材料調達」の重複を解消し、環境と社会の側面に区分するため、新
しい開示トピック「環境サプライ・チェーン管理」と「社会サプライ・
チェーン管理」に置き換える

環境サプライ・チェー
ン管理

• 原材料の調達にあたっての環境上のインパクト及び依存関係から生
じるリスク及び機会の管理に関する指標等を追加し、他の基準及び
フレームワークと整合させる

社会サプライ・チェー
ン管理

• 社会的なトピック（労働慣行、人権、倫理、汚職、地域コミュニティ
又は先住民族に対するインパクト等）に関するスクリーニング、モニタ
リング、サプライヤーとの対話についての指標等を追加し、他の基準
及びフレームワークと整合させる



48

第1フェーズ②公開草案で提案されている
主な修正

参考資料(2)-2
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第1フェーズ②「農産物」産業に関する修正案
（1/2）

49

「農産物」産業の「SASBスタンダード」の範囲を拡大し、直接農場事業を含めるこ
とが提案されている

範囲の拡大に伴い、開示トピック「土地利用及び生態系へのインパクト」及び
「労働条件」の追加が提案されている

主に次のような開示トピック及び指標等の修正が提案されている

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

温室効果ガス排出 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる
• 再生可能燃料について割合ではなく消費量の開示を求める

エネルギー管理 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

水管理 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

食品ロス及び食品廃棄物 • 食品ロス等に関する開示トピックを追加する
• 食品ロスの総量や転用した量に関する指標等を追加する
• バリュー・チェーンにおける食品ロス等に関する戦略について指
標等を追加する

食品の安全性 • 第1フェーズ①公開草案における修正案と整合させる
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第1フェーズ②「農産物」産業に関する修正案
（2/2）

50

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

土地利用及び生態系へ
のインパクト

• 土地利用及び生態系へのインパクトに関する開示トピックを追加する
• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する

• 持続可能な方法で管理されている土地の面積（製品別）について
の指標等を追加する

• 用語等について、他の基準及びフレームワークと整合させる

労働条件 • 労働条件に関する開示トピックを追加する
• 直接農場事業の労働条件を管理するためのプロセス、統制及び手
続に関する指標等を追加する

労働力の健康及び安全 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

GMO管理 • 第1フェーズ①公開草案における修正案と整合させ、開示トピック及
び指標等を削除する

サプライ・チェーンにおけ
るリスク及び機会

• 第1フェーズ①公開草案における修正案と整合させ、「環境サプライ・
チェーン管理」と「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックに置き換
える

環境サプライ・チェー
ン管理

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する

社会サプライ・チェー
ン管理

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する
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第1フェーズ②「食肉、家禽及び乳製品」産業に関する
修正案（1/2）

51

「食肉、家禽及び乳製品」産業の「SASBスタンダード」の範囲は変更されず、範囲の
明確化が提案されている

SICSにおける欠如が懸念されている養殖業及び漁業活動については、新たな産
業分類とすることなどを、将来のフェーズで検討するとされている

主に次のような開示トピック及び指標等の修正が提案されている

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

温室効果ガス排出 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる
• 「スコープ１」のメタン排出の割合の指標等を追加する

エネルギー管理 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

水管理 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

労働力の健康及び安全 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

土地利用及び生態系への
インパクト

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標
等と整合した指標等を追加する

• 集中家畜飼養事業について生産量ではなく割合の開示を求める
• 実行可能で費用対効果がある方法で開示できる指標等に置き
換える

• 国際的な適用可能性が制限される指標等を削除する

食品の安全性 • 第1フェーズ①公開草案における修正案と整合させる
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第1フェーズ②「食肉、家禽及び乳製品」産業に関する
修正案（2/2）

52

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

動物生産における抗生物
質の使用

• 定量的情報を補完する定性的情報の開示も求める

労働力の健康及び安全 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる
• 開示対象とする労働関連の健康状態の範囲を拡大させる

動物の飼育及び福祉 • 「動物の健康及び福祉」に開示トピックの名称を修正する
• 投資家の関心が限定的である指標等を削除し置き換える
• 認証を受けた製品の割合に関する開示の分解を求める
• バイオセキュリティに関するリスク及び機会について指標等を追加する

サプライ・チェーンにおける
リスク及び機会

• 第1フェーズ①公開草案における修正案と整合させ、「環境サプライ・
チェーン管理」と「社会サプライ・チェーン管理」の開示トピックに置き換
える

環境サプライ・チェー
ン管理

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する

社会サプライ・チェー
ン管理

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する

製品イノベーション • 製品イノベーションに関する開示トピックを追加する
• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する
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第1フェーズ②「電気事業者及び発電事業者」産業
に関する修正案（1/3）

53

「電気事業者及び発電事業者」産業の説明を更新し、産業の規制構造や発展を反
映させることが提案されている

主に次のような開示トピック及び指標等の修正が提案されている

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

温室効果ガス排出及び
エネルギー資源の計画

• 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる
• 送配電ロス及び純購入電力に関する指標等を追加する
• エネルギー源別の設置容量及び計画容量とともに、それらに関する定性
的情報に関する指標等を追加する

大気質 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

水管理 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる

石炭灰管理 • 開示範囲を拡大させるため「有害廃棄物管理」に開示トピックの名称を
修正する

• 開示トピックの名称の修正を反映するために指標等を置き換える
• 発生した有害廃棄物だけでなく貯蔵された有害廃棄物の開示も求める
• 有害廃棄物管理に関する重大事案の数の指標等を追加する

生態系へのインパクト • 生態系へのインパクトに関する開示トピックを追加する
• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と整
合した指標等を追加する
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第1フェーズ②「電気事業者及び発電事業者」産業
に関する修正案（2/3）

54

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

コミュニティとの関係及び先
住民族の権利

• コミュニティとの関係及び先住民族の権利に関する開示トピックを追
加する

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する

エネルギーの入手可能性 • より広範なリスク及び機会を管理するための戦略を開示するように
指標等を置き換える

• 活動又はプログラムに関する定量的な指標等を追加する

労働力の健康及び安全 • 第1フェーズ①公開草案における同様の指標等と整合させる
• 定量的な指標を補完する定性的な指標を追加する

従業員の採用、育成及び
維持

• 従業員の採用、育成及び維持に関する開示トピックを追加する
• 従業員の採用等に関するリスク及び機会、それらを管理するための
戦略に関する指標等を追加する

• 従業員の離職率に関する指標等を追加する

サプライ・チェーン管理 • サプライ・チェーン管理に関する開示トピックを追加する
• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する
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第1フェーズ②「電気事業者及び発電事業者」産業
に関する修正案（3/3）

55

開示トピック 開示トピック及び指標等の主な修正

最終用途効率及び需要 • 開示範囲を拡大させるために「デマンドサイド・マネジメント」に開示ト
ピックの名称を修正する

• 開示トピックの名称の修正を反映するために指標等を置き換える
• デマンドサイド・マネジメントに関するリスク及び機会、それらを管理す
るための戦略に関する指標等を追加する

• 活動又はプログラムに関する定量的な指標等を追加する
• 企業の戦略の有効性に関する定量的な指標等を追加する

原子力安全及び危機管理 • 開示範囲を拡大させるために「重大な事案のリスク管理」に開示ト
ピックの名称を修正する

• 第1フェーズ①公開草案における同様の開示トピックにある指標等と
整合した指標等を追加する

グリッドのレジリエンス • 開示範囲に電力システムの信頼性を追加するために「事業上のレジ
リエンス及びシステムの信頼性」に開示トピックの名称を修正する

• サイバーセキュリティ・インシデントの件数に関する開示を求める
• 停電継続時間等について開示の分解を求め、これに関連する定量
的指標等を追加する

• IFRS S2号の産業横断的指標を補完する指標等を追加する
• 関連するリスク及び機会を管理するための戦略の指標等を追加す
る
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